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地
元
の
人
は
慣
れ
て
し
ま
っ
て
気
が
付
か
な
い
人
も
多
い
よ
う
に
思
い

ま
す
が
、
よ
く
見
て
見
る
と
本
当
に
美
し
い
橋
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？ 

 
 

勢
多
唐
橋
は
す
で
に
景
行
天
皇
の
時
代
か
ら
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
お
り 

当
初
は
石
山
寺
の
仁
王
門
前
か
ら
対
岸
に
架
け
ら
れ
た
簡
素
な
丸
木
橋
が
始
ま

り
だ
っ
た
と
か
で
千
八
百
年
も
の
歴
史
が
あ
る
古
い
橋
で
す
。 

そ
の
位
置
も
蛍
谷
に
移
り
、
架
替
え
毎
に
上
流
に
移
設
さ
れ
て
い
っ
た
そ
う

で
す
。「
唐
橋
」
と
い
う
名
称
も
諸
説
あ
っ
て
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
で

す
が
、
最
近
に
な
っ
て
現
在
の
唐
橋
の
下
流
８
０
ｍ
附
近
の
川
底
か
ら
７
世
紀

の
基
礎
が
発
見
さ
れ
、
朝
鮮
半
島
の
技
術
で
造
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た

そ
う
で
す
。 

 

現
在
の
よ
う
な
形
状
に
な
っ
た
の
は
天
正
三
年(

一
五
七
五)

に
織
田
信
長

が
、
瀬
田
城
主
ら
に
命
じ
現
在
の
位
置
よ
り
少
し
下
流
で
、
長
さ
百
八
十
間
、

橋
幅
四
間
の
橋
を
九
十
日
の
突
貫
工
事
で
橋
材
は
朽
木
山
中
よ
り
の
材
木
を
用

い
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
中
島
を
か
た
ど
っ
て
大
小
二
つ
の
橋
に
し
た
の
も
こ
の

と
き
か
ら
で
す
。
そ
の
後
、
江
戸
時
代
は
勢
多
橋
の
管
掌
は
徳
川
幕
府
が
行
い
、 

橋
を
護
り
保
全
す
る
役
目
を
担
っ
た
の
が
膳
所
城
主
で
す
。 

こ
の
大
事
な
橋
を
十
五
年
目
毎
に
架
替
す
る
こ
と
も
命
じ
ら
れ
、
そ
の
所
役 

の
た
め
膳
所
城
主
は
禄
高
一
万
石(

現
在
の
貨
幣
価
値
で
約
三
億
円
？)

を
付
加

さ
れ
た
と
言
い
ま
す
。
一
部
不
明
の
記
録
も
あ
り
ま
す
が
、
信
長
の
架
橋
以
降

明
治
二
八
年
ま
で
約
一
九
回
工
事
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
架
替
工
事
は
そ
の

度
に
城
主
や
担
当
し
た
奉
行
の
名
を
擬
宝
珠
に
刻
し
、
前
回
の
刻
銘
を
削
り
取

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
現
在
残
さ
れ
て
い
る
擬
宝
珠
に
は
「
近
江
国
・
勢
田
橋
」

と
あ
っ
て
明
治
八
年
、
明
治
二
八
年
竣
工
の
物
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
良
く

見
て
見
る
と
、
文
久
時
代
の
膳
所
城
主
本
多
康
穰
や
奉
行
の
銘
が
薄
っ
す
ら
と

残
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
そ
れ
以
前
一
七
七
０
年
頃
の
擬
宝
珠

も
保
存
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 
歴
史
あ
る
こ
の
瀬
田
唐
橋
に
ま
つ
わ
る
話
は
、
山
の
よ
う
に
あ
っ
て
、
話
や

書
物
に
は
事
欠
か
な
い
よ
う
で
す
。
今
後
は
関
連
す
る
話
題
も
掲
載
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ 

会 

員 

雨 

森 ] 

     

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    
 

六
月
一
八
日
（
日
）、「
大
津
の
町
家
を
考
え
る
会
」 

 

の
拠
点
事
務
所
で
あ
る
、
ま
ち
づ
く
り
「
大
津
百 

 

町
館
」
の
開
館
一
五
周
年
を
祝
う
祝
賀
会
を
開
催 

 

し
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
百
町
館
が
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
、
考
え
る 

会
は
随
分
活
動
の
輪
を
広
げ
る
と
同
時
に
、
江
戸 

時
代
か
ら
続
い
た
「
大
津
百
町
」
の
名
称
を
こ
の 

旧
大
津
地
区
（
小
学
校
区
で
言
え
ば
藤
尾
・
逢
坂 

長
等
・
中
央
地
域
）
に
定
着
さ
せ
て
来
た
と
言
っ 

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

平
成
九
年
、
考
え
る
会
の
発
足
か
ら
「
大
津
百 

町
館
」
の
オ
ー
プ
ン
ま
で
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す 

と
、
奈
良
ま
ち
、
京
都
西
陣
、
奈
良
井
宿
、
武
生 

等
々
の
町
家
再
生
地
区
の
視
察
を
し
、
旧
大
津
地 

区
の
町
家
マ
ッ
プ
作
成
す
る
な
ど
し
て
、
書
籍
「 

大
津
百
町
物
語
」
を
編
集
発
行
し
ま
し
た
。 

平
成
一
二
年
末
に
「
旧
文
泉
堂
」
の
家
主
さ
ん 

 

に
会
の
拠
点
と
し
て
借
用
を
交
渉
依
頼
に
長
浜
へ 

何
度
も
出
掛
け
契
約
。
そ
れ
か
ら
会
員
と
市
民
参 

加
に
よ
る
改
修
工
事
と
清
掃
を
毎
週
取
組
み
、
そ 

し
て
一
三
年
六
月
つ
い
に
ま
ち
づ
く
り
「
大
津
百 

町
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
で
す
。 

 

そ
の
後
、
平
成
二
〇
年
家
主
さ
ん
よ
り
「
売
却 

し
た
い
の
で
明
け
渡
し
て
欲
し
い
」
と
申
入
れ
が 

 

あ
っ
て
考
え
る
会
は
右
往
左
往
、
な
に
よ
り
売
却 

さ
れ
れ
ば
こ
の
貴
重
な
町
家
は
無
く
な
る
、
売
却 

を
ス
ト
プ
し
、
な
ん
と
か
保
存
を
！
訴
え
て
い
た 

と
こ
ろ
大
津
出
身
の
篤
志
家
が
「
大
津
歴
史
的
建 

造
物
保
存
会
」
を
設
立
さ
れ
購
入
し
て
戴
き
、
現 

状
の
ま
ま
保
存
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
で
す
。 

 

 

 

 国登録有形文化財に指定されている小川家を訪ねて

いきました。間口一間の通り庭に並んで奥まで四間の部

屋が続いています。訪れた日は梅雨の晴れ間の暑い日で

したが、表まで開け放たれた部屋には裏庭からの風が通

り抜け暑さを感じさせませんでした。「大津百町館」と 

同じ様に中井戸があって、四口の竃がありその上には布

袋さんが５体並んでいました。小川さんは、通り庭で子 

ども会の餅つきをしたり、座

敷を使ってのお話会なども

されており、町家の良さを知

ってもらいたいと仰ってい

ました。過去の『瓦版』１９

号や中心市街地活性化協議 

会の「まち遺産マップ」に 

も小川家は載っています。 

【 写真は 会 員 福 村 】 

 

 

 

 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

大
津
に
あ
っ
て
全
国
的
な
有
名
寺
院
で
あ
る
長
等
山
園
城
寺

(

三
井
寺)

は
、
一
千
三
百
有
余
年
前
の
天
武
天
皇
一
五
年
（
六
八

六
年
）
大
友
皇
子
の
子
、
大
友
村
主
与
太
王
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
三
井
寺
が
智
証
大
師
に
よ
っ
て
天

台
別
院
と
し
て
の
伽
藍
が
再
興
さ
れ
、
南
都
の
寺
を
凌
ぐ
大
寺
と

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
ま
か
ら
一
一
五
〇
年
前
の
貞
観
八
年

(

八
六
六
年)

の
五
月
二
九
日
に
、
時
の
帝
か
ら
そ
の
教
法
を
正
式

に
認
め
る
と
い
う
証
明
書
が
発
給
さ
れ
た
そ
う
で
、
こ
の
時
を
も

っ
て
天
台
寺
門
宗
三
井
寺
の
立
宗
の
日
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
証

明
書
は
「
太
政
官
給
公
験
牒
」(

ダ
ジ
ョ
ウ
カ
ン
ク
ゲ
ン
キ
ュ
ウ
ス
チ
ョ
ウ)

と
呼
ば
れ
、
三
井
寺
に
原
本
が
伝
え
ら
れ
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。
こ
の
後
大
師
は
天
台
座
主
に
な
ら
れ
、
実
に
二
四
年

も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
座
主
を
務
め
ら
れ
た
の
で
す
。 

 

慶
讃
法
要
は
金
堂
に
お
い
て
、
各
界
三
百
名
近
く
の
参
列
者
の
中 

を
華
や
か
な
法
衣
を
纏
っ
た
、

長
吏
以
下
寺
門
僧
侶
が
読
経
の

な
か
入
棟
さ
れ
ご
本
尊
の
あ
る

内
陣
に
進
み
出
て
、
独
特
の
天

台
声
明
に
よ
る
厳
粛
な
法
要
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
井
寺
は
一
昨
年
の
平
成
二

六
年
秋
に
智
証
大
師
生
誕
一
二

〇
〇
年
慶
讃
大
法
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
立
宗
一
一
五

〇
年
は
そ
れ
に
続
く
歴
史
的
な

大
事
業
で
し
た
。 

 

 

 

４月１７日に自坊門前に、一庭啓二の石碑を作って、

除幕式を行いました。一庭啓二というのは、最初に琵琶

湖に「一番丸」という蒸気船を就航させた、いわば大津

の偉人です。以前から一庭啓二の名前は知っていたので

すが、偶々、昨年私の寺の過去帳を見ていた時に、一庭

啓二の名前を見つけてびっくりしました。江戸時代から

の古いご門徒で、江戸時代は舟屋という屋号で記載され

ています。私の家の旧住所は船頭町１番地で、江戸時代

は船頭さんが多く住んでいたものと思われます。 

 先日の NHK の宇崎竜童のファミリーヒストリーで

も、宇崎竜童の父親は私の家から数軒離れた家に住んで

いて、外国航路の船に乗ったり、一時、琵琶湖汽船にも

勤めたそうです。 

 せっかく一庭啓二が自坊のご門徒であることが分か

ったので、皆様に広く知っていただくために、石碑の建

立を思い立ちました。 

 一庭啓二の命日が４月１７日でしたので、御命日法要

と合わせて石碑の除幕式を行いました。町家の会員や近 

所の方々、近くのお寺の御住職も参集いただき、ミニ講 

               演会として、大津歴史 

               博物館館長樋爪修氏、 

               琵琶湖汽船㈱社長川 

                戸良幸氏からお話を 

              いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一庭啓二（1844‐1911）は、大津百艘船の仲間で、 

ペリーの黒船に大きな衝撃を受けました。大津百艘船

は、豊臣秀吉から琵琶湖の湖上交通の特権を与えられた

船乗りの組合で、この制度が幕末まで引き継がれ、繁栄

していました。一庭啓二は、琵琶湖に蒸気船を就航させ

ることを志し、慶応３年大聖寺藩藩士と知り合い、長崎

に行って造船技術を学び、熟練した技術者を雇って、大

津川口町に大津汽船局を設けて造船計画を進めました。

そして、ついに明治２年３月木造蒸気船「一番丸」を大

津・海津間に就航させました。その後、会社はいくつか

の会社に引き継がれ、現在の琵琶湖汽船に至っていま

す。 

 新しい時代に新しい事業に挑戦する意欲や活力が大

津の街を繁栄させてきたことの一つの証として、一庭啓

二碑を見に来ていただきたいと思います。 

        ［ 会 員 竺 文彦（泉福寺住職）］ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オ
ー
ナ
ー
岡
本
孝
さ
ん
は
、
三
五
年
前
か
ら
、
喫

茶
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
を
や
っ
て
こ
ら
れ
て
、
新
た
に
、

（
元
気
で
）
行
け
！
喫
茶
ク
レ
ヨ
ン
と
い
う
意
味
で
、

「G
o C

ra
y
on

」
と
い
う
名
前
に
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

細
長
く
て
端
が
三
角
の
土
地
に
ぴ
っ
た
り
の
建
物
を

造
っ
た
の
が
、
ご
自
慢
だ
と
の
こ
と
。 

お
薦
め
の

メ
ニ
ュ
ー
は
、
き
な
こ
ト
ー
ス
ト
、
本
バ
タ
ー
ト
ー 

ス
ト
、
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
、
パ
フ
ェ
だ
そ
う
で
、
選
べ
る
ラ
ン
チ
も
お
薦
め
と 

の
こ
と
で
す
。
で
、
よ
く
聞
い
て
み
る
と
こ
れ
ら
の
メ
ニ
ュ
ー
が
こ
だ
わ
り 

の
手
作
り
な
ん
で
す
。
喫
茶
店
は
み
ん
な
手
作
り
で
し
ょ
と
思
っ
た
の
で
す 

が
、
そ
う
で
は
な
く
て
、
パ
ン
は
特
別
に
職
人
に
焼
い
て
も
ら
っ
て
い
る
し 

バ
タ
ー
は
マ
ー
ガ
リ
ン
で
は
な
く
本
物
の
バ
タ
ー
を
使
い
、
パ
フ
ェ
も
純
生 

ク
リ
ー
ム
か
ら
作
っ
た
ホ
イ
ッ
プ
を
使
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す 

き
な
こ
の
砂
糖
も
徳
島
の
和
三
盆
を
使
っ
て
い
て
、
こ
れ
は
通
常
手
に
入 

ら
な
い
も
の
だ
そ
う
で
す
。
気
に
入
っ
た
本
物
の
材
料
で
、
手
仕
込
み
に
こ 

だ
わ
っ
た
お
店
だ
と
い
う
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
は
、 

三
五
年
前
の
喫
茶
ク
レ
ヨ
ン
で
オ
ー
ナ
ー
自
ら
が
ブ
レ
ン
ド
し
た
も
の
で
、 

現
在
も
ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
で
出
さ
れ
て 

い
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
フ
レ
ッ
シ
ュ
は
、 

も
ち
ろ
ん
純
生
ク
リ
ー
ム
で
す
。 

場
所
は
、
大
津
市
札
の
辻
６
の
２
８
、 

電
話
は536

‐5908

、
月
、
火
が
休
み
で
、 

営
業
時
間
は
、9

：00

～18

：00

で
す
。 

横
に
緑
化
ブ
ロ
ッ
ク
の
駐
車
場
が
２
台
分 

あ
り
ま
す
。 

注
＊

コ
ー
ヒ
ー
フ
レ
ッ
シ
ュ
は
、
本
来 

は
牛
乳
か
ら
作
っ
た
ク
リ
ー
ム
の
は
ず 

な
ん
で
す
が
、
今
は
植
物
油
と
乳
化
剤 

で
白
く
濁
ら
し
た
偽
物
で
す
。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【 明和４年(1767)の「大津町覚」の業種仲間の項 】 

 

 

 ６月２６日（日）大津市歴史博物館の樋爪館長を講

師に迎え、江戸期の町地図を講座資料に、パワーポイ

ントを使用して当時の町割や町名を参考に、明治期や

最近の映像を紹介しながら江戸時代の百町についての

解説を受けました。また、百町以前の大津の町名につ

いても園城寺文書(1416～1586 年)にあった町名のこ

と、またルイス・フロイス(1571年)が「三井寺と称す

る町、人口約二千・・」と記していることから、大津

城が秀吉により築城されて町が大きくなったことが分

かりました。旧町の全てが現在の町には引き継がれて

いないのもあって、不明な部分もあるとの話し写真に

残されている舟入や掘割に百町の歴史を感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

今年度前期『萬塾』講座は過去何回か実施してきまし

た「大津百町」に関して今一度地元の方々に知って頂く

機会を設けることを計画しました。 

江戸時代から大津に百もの町があった？大津以外の

人はもちろん地元の人達も信じられないようで「およそ

百あったんだろー」と思われている方が多い様です。そ

こで今回は「大津百町」だけで、連続三回の講座を実施

することになりました。第一回、二回が終了しましたが、

いずれも３０名を超える受講者で賑わいました。 

 

 

 ６月５日（日）は、国立国会図書館と大津市歴史博物

館に所蔵されている『大津町覚』(明和４年、1767)と云

う当時の大津百町を江戸時代に詳しく調べ記した古文

書（各町の人口、橋が石橋か木橋かその長さ、お寺の週

は別数、業者組織等々記されている）。この古文書を大

津市歴史博物館の高橋学芸員が講師となって行われて

きた「大津古文書輪読会」によって解読されたものを資

料に、大津百町を改めて勉強してみるという講座でし

た。 

 この講座には３０名を超える受講者が解読された資

料を手に、高橋講師のお話に耳を傾け「フムフムなるほ

ど・・」と江戸時代を振り返っていました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015.12 大伴黒主神社 単に大伴神社ともいう。近

江神宮の北に位置する場所にある無住の小さな神社で、

祭神はその名の通り平安時代に六歌仙のひとりとうた

われた大伴黒主。大友氏はこの近江国滋賀郡を中心に

分布する渡来系豪族で、大友皇子（弘文天皇）の養育

にもかかわっていたとみられる（大和の豪族大伴氏と

は別）。1枚目の写真は福王子神社から撮影したが、

こちらの祭神は紀貫之で、このエリアは知られざる平

安歌人ゆかりの地である。もみじの紅葉は日当たりが

悪いのと今年の暖冬でたいしたことないが、この風情

は悪くないと思う。 

神社の裏には墓地が広がり、神社周辺は「大友古墳群」

と呼ばれる群集墳がある。つまり私にとっては3度お

いしい場所なのだ。普段は誰も来ない大変さびしい場

所なのだが、一度若い女の子がたったひとりで拝殿に

座っていたことがあった。なぜここに来たのか声をか

けたかったが、あらぬ誤解をされてもと思いやめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014.1 慶祚阿闍梨入定窟 わが街文化財用に温存

していた写真。グループ仲間の菅原靖彦さんが、グル

ープにアップされていたので私もここでアップ。長等

公園の近く、滋賀県神社庁・大津大神宮のある場所の

となりにある。これは「慶祚阿闍梨入定窟（けいそあ

じゃりにゅうじょうくつ）」と言って、三井寺の中興僧 

ともいわれる慶祚が、入定を行った場所とされる。入 

 

 

 

定ってのは自分の死期を定めて、最期の修行（ミイラ

化するあれ）を行うこと。 

そう聞いただけでも不気味だが、日没後暗くなってこ

こにいくと、慶祚像が薄暗くライトアップされもっと

不気味でも実は三井寺さんのホームページの情報では、

ここはもともと古墳の石室だったということらしい。

古墳好きとしてはこの情報でぐっと親近感がわいてく

るのだ(笑)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015.9 餅九蔵植林記念碑 山の中に誰にも知られ

ずひっそりと立つ石碑。ここは以前紹介した膳所御用

池から相模川を少しさかのぼったところにある。御用

池のことをネットで調べていて、この石碑の存在を知

り、ちょっと迷ったが見つけることができた。明治45

年建碑、揮毫は明治の思想家・杉浦重剛（膳所藩出身）

によるものらしい。 

餅九蔵こと加藤九蔵というのは、膳所藩山林奉行配下

の人物で、山林巡視の傍らひそかに独力でこの一帯に

スギやヒノキを植林していたという。その面積２５町

歩、数万本にも及んだ業績は、やがて山林奉行そして

11代藩主本多康完の知るところとなり、以後藩で植林

の奨励がすすんだそうだ。この植林からおよそ50年の

ち、安政の大地震では膳所城や遵義堂の修復にこの成

長したスギ、ヒノキが活用されている。ふだん何気な

く見ている池や山林にもその歴史あり、である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      2014.3 国宝新羅善神堂 

 

https://www.facebook.com/pages/%E5%A4%A7%E4%BC%B4%E9%BB%92%E4%B8%BB/454736794604488


 大津市役所の西に建つ。第１９回の遣唐使とともに

中国へ渡った智証大師円珍が、帰国の船難中に出現し

た異国の神様、新羅明神を祀ったお堂だ。大きな鳥居

が参道の前に立っているが、神社ではなく三井寺に属

するれっきとした仏教建造物なのである。清和源氏の

武将、源義光がここで元服したとも伝えられる。 

国宝と言えば拝観者が絶え間なく訪れるか、あるいは

非公開のまま人を寄せ付けないかするものだが、境内

自由のこの場所で僕は人に出会ったことがない。いつ

来ても静まり返ったこの場所で、お堂の前にきれいに

丸く刈り込まれた馬酔木の木に初めて気が付いた。早

くもこぼれるような白い花を咲かせていたのだ。華の

ない文化財と思っていたが花はあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016.1 三井寺北別所跡 長等山三角点から三井寺

に抜ける山道に、別方向の道があり、法明院に抜けら

れると誰かが書き残していた。その方向に降りて行っ

たら、法明院の少し手前の山中にこれを発見。「ははあ、

これは三井寺北別所の遺構だな」。 

今年の２月に参加した、歴まち大津＆ながらの座・座

のイベント「フェノロサはなぜ三井寺に眠ることを望

んだのか」で、福家俊彦執事長のお話の中に出てきた

のがこれだった。法明院の北にあった三井寺北別所は、

現在は寺院はなく大部分は民有地の竹林で入れない。

この山道に露出したこれだけが、往時の面影を残して

いるようである。 

ここを通るトレッカーたちで、三井寺北別所のことを

知ってる人もそういるまいと思い、無造作に並んだ石

仏にそっと手を合わせ南無阿弥陀仏。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015.1 三井寺観音道 場所的にはほとんど京都の

大津市横木あたり。旧東海道と小関越えの分岐に立つ

道標。文政年間に建立されたものだが、この時代は商

人が財力を大きくさせた時代なのだろう。大津の他の

場所でも石碑や灯篭に「文政」の年号をよく見る。ま

た、経済的に余裕の出た庶民に、西国や四国など巡礼

参拝がブームとなる時期でもあった。 

小関越えは四季の移り変わりが豊かで、消費カロリー

も稼げる好きな散歩コースだが、西国巡礼で三井寺に

参拝するために整備された歴史道でもある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014.5 穴太野添古墳群 墓地散歩の好きなわたし

にとって、墓地のど真ん中に古墳公園がきれいに整備

されている、ここは誠に楽しい場所であります(^o^)。 

このあたりは穴太村主氏という倭漢氏系の渡来氏本貫

と思われるところです。この古墳群も渡来系の特徴を

有していて、ミニチュア炊飯土器を副葬品にしていま

した。これはカマド、カマ、コシキ、ナベの４点セッ

トになっていて、カマドの形がまちまちで一つとして

同じものがないという特徴があります。多くは墳墓の

盛り土が流出してなくなっていたりするのですが、若

干残っていたりするところも。 

墳墓のマウンドと思われるところにカメラを向けたと

ころ、墳頂部に鹿がいてわたしを見つめていました。

フラッシュをたいても警戒する様子もありません。人

間との距離が近づきすぎるのは、お互いにとって良い

傾向とは言えませんね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年３月、大津祭が国の重要無形文化財に指定されての記念の事

業第二弾として、大津祭の古写真展が会場を移動し９月末まで行

われます。また江戸期の記録「四宮祭礼牽山永代伝記」について

の講演会が、旧大津公会堂の３階ホールで開催されます。 

 

        毎号何を今号で掲載するか？メーン

は何か？等々悩むところですが、発行日が近づいてくる

とあれもこれもといろいろ記事が出てきます。今号の小

川家の写真は会の季刊誌にピッタリでした。[ Ｋ．Ａ ] 

 

 

 


